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今回のテーマは・・・「 メマツヨイグサ 」

No.道路_150701

発生した雑草を放置すると・・・
脇からもたくさんの枝を発生し、横にも広がり大型化するため、道路や歩道付近に発生している場合は
通行障害の原因となる。また、アスファルトの目地部分から発生した場合は、目地を拡げる恐れがある
ため、見つけ次第、早めの除去が望ましい。効果的な雑草管理としては、グリホサート除草剤の耐性
があることから、機械による刈取りや場面に応じて使用する除草剤の種類を変えるなど、除草方法を
変えながら雑草管理をすることが重要である。

アカバナ科の二年草。マツヨイグサ類は1920年代に観賞用と

して導入され、各地で野生化し雑草になった帰化植物である。

現在では日本全土に分布しており、外来生物法で要注意外来

生物に指定されている。高さ30～150cmになる雑草で、路傍、

河川敷、牧草地、畑地など開けた場所を好み群生する。

マツヨイグサ類はメマツヨイグサの他に、オオマツヨイグサ、コ

マツヨイグサなど雑種が多い植物である。多くの種類は日暮れ

時から鮮黄色の可憐な花を咲かせ、翌朝しぼむ、夜行性の植

物である。大宰府が富岳百景のなかで「富士には月見草がよく

似合う」と書いているが、ここでいう月見草とはマツヨイグサの

ことだったようだ。

近年、都市近郊で最も見かけるのはメマツヨイグサだそうだ。その一つに、除草剤の普及が関係し
ている。グリホサート除草剤（非選択性茎葉処理剤）の普及拡大に伴い、日本各地で除草剤が使わ
れるようになった。他のマツヨイグサ類が衰退していく中、環境適応能力が高いメマツヨイグサは除草
剤耐性を獲得した。実際に、グリホサート剤を数年間、連続して使用することによって、結果的にメマ
ツヨイグサが増加するという実験結果が報告されているそうだ。
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周辺で店舗経営をされている方にインタビューしました！
お客様から駐車場に入る際に視界不良で危ないとクレームをいただいたことがきっかけで、店舗周辺
は年に2回（５月・１０月）除草作業をしています。店舗前の防草シートがある部分は除草不要ですし、
濃いピンク色のシバザクラがインパクトがあり、来店されるお客様に大変好評です。

現場データ（2012年12月施工）
現場：鯖江市御幸町（福井県）

県道185号と国道8号の交差点付近

使用資材
グリーンラップＧＲ２５０、チューブ土嚢、
Ｕ型アンカーピン、粘着テープ、シバザクラ苗

― 備 考 ー

防草植栽シート

グリーンラップＧＲ２５０
目地防草補助資材

チューブ土嚢

悪条件の土壌
環境に最適！根付

け困難な土壌でも、
チューブ土嚢を使用
すれば植物がすくすく
育ちます。

シバザクラ植栽現場のご紹介

創立60周年記念社員旅行に行きました

採用された製品のご紹介

白崎コーポレーション創立60周年記念の社員旅行が、7月3～4日の2日間の日程で開催され、福井、
東京、西日本、九州の各拠点から社員が一堂に会しての盛大なイベントとなりました。

全員で伊勢神宮へ参拝し、この60年間の白崎の歩みに対する感謝と、

これからの繁栄を祈願いたしました。その夜はパーティーが開催され、

皆さん大いに盛り上がっていました。
これからも皆様のお役にたてる製品作りを続け、日々邁進して参ります。

施工中 植栽 ５ヶ月後 植栽 １年５ヶ月後 植栽 ２年５ヶ月後

部分客土用微生物緑化資材
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植物の生育に

適した環境に

土壌改良。

全面土壌改良

が難しい現場
で活躍します。

表面が滑らかで、

雑草繁茂の

原因となる土
や埃の堆積を軽

減！平地で特に高い

効果を発揮します。


